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移
に
地
の
こ
頃
の
禄
元
は
ん
さ
屋
嶋
鹿
る
あ
に
い
沿
道
街
州
甲

　

板
看
て
し
と
物
念
記
然
天
の
市
、
れ
わ
言
と
ど
ほ
年
十
七
百
二
齢

４
は
り
通
目
る
い
て
れ
か
書
に

元
延
寛
、
て

年

八
四
七
一
（

）

守
見
を
ん
さ
荷
稲
お
た
れ
ら
て
建
に

。
た
せ
さ
じ
感
を
春
が
葉
若
の
ウ
ソ
コ
リ
ド
オ
メ
ヒ
や
ル
ビ
ノ
は

木
の
花
の
寺
龍
金
　

ら
か
れ
こ
や
花
の
ク
サ
ン
マ
る
残
き
咲
だ
ま
、
は
の
く
引
を
目
に

、
は
で
す
う
よ
る
い
て
け
む
が
皮
の
幹
。
梅
の
白
紅
る
な
に
開
満

。
木
の
バ
カ
ラ
シ
い
無
の
ら
び
花
も

　
　

 

き
歩
ろ
ぞ
そ

そろそろ食べられる
かナ?　ノビル

よく見かけるシナマンサクは
花の中心が赤いが、これは日本
のマンサクのようだ。

みごとに咲いた梅にメジロが
やってきていた。

ク
ボ
ン
サ
イ
タ

角
の
へ
道
川
品
ら
か
駅

　

タ
な
き
大
は
の
る
え
見
に

花
な
き
大
。
ク
ボ
ン
サ
イ

な
も
て
げ
上
見
ら
か
下
は

そ
、
が
い
な
え
見
か
な
か

咲
が
花
で
さ
高
の
り
香
の

く
づ
気
に
と
こ
る
い
て
い

の
ら
ち
こ
。
る
あ
が
と
こ

　で
が
り
通
川
品
は
で
家

）
柿
丸
寺
禅
（
ル
マ
ジ
ン
ゼ

と
ず
ら
な
か
は
で
家
農
の
内
市
布
調

　

う
い
と
た
れ
さ
見
発
で
寺
禅
王
。
木
の

ま
心
都
で
ま
ろ
こ
め
初
の
和
昭
は
柿
甘

ち
た
供
子
は
年
近
、
れ
か
行
に
り
売
で

木
大
は
で
今
も
で
家
の
ん
さ
林
大
、
が

キ
（ラ
ゲ
コ
。
変
大
も
穫
収、
ぎ
す
り
な
に

。
た
い
て
し
を
し
探
虫
に
ん
盛

ど
ほ
本

　の
等
キ
ヤ
ケ
、
時
た
き

後
の
そ
で
の
た
し
採
伐
を
木
樹
の

薪
の
ど
な
用
き
焚
呂
風
は
間
年
３

ウ
ヨ
ラ
タ　

た
ね
尋
回
今

寺
お
や
宅
お

ら
え
植
に

中
。
木
の
ウ
ヨ
ラ
タ
た
い
て
れ

立
は
に
宅
お
の
ん
さ
井
石
も
で

ン
メ
の
内
案
。
る
あ
が
木
な
派

け
つ
を
ず
き
（
た
い
書
に
裏
の

ン
イ
。
た
き
で
が
と
こ
む
読
り

羅
多
た
い
書
を
文
経
に
葉
で
ド

わ
い
と
た
い
つ
が
名
ら
か
樹

と
こ
る
れ
ら
え
植
に
寺
お
、
れ

わ
言
も
と
木
の
書
葉
。
い
多
が

。
る
れ

石井さん宅で見せて
いただいた貯蔵用の
穴。昭和の中頃サツ
マイモの保管に自ら
掘ったそうだ。 20

イ
ダ
ボ
は
に
院
楽
常
た
れ
訪
に
後
最

　

。
い
多
が
と
こ
る
い
て
れ
ら
え
植
に
ど
な

下
ら
ぶ
が
実
い
愛
可
ら
か
葉
の
形
ラ
ヘ

。
い
た
れ
訪
た
ま
に
頃
の
そ
、
で
の
る
が →
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物
御
た
れ
ら
め
納
に
院
倉
正

、
ち
持
を
り
香
た
似
に」
香
沈
「の

れ
ら
け
付
名
ら
か
花
の
形
な
う

、
せ
わ
漂
に
り
た
あ
を
り
香
い
強

。
る
い
て
げ
告
を
来
到
の
春

咲
も
に
ぐ
直
ら
か
頃
の
冬
初
　

ジ
た
せ
ま
ら
膨
を
蕾
に
う
そ
き

、
に
春
早
る
残
が
さ
寒
る
あ
が

花
、
せ
わ
漂
を
り
香
な
的
熱
情

。
か
う
ろ
だ
の
な
め
た
の

植
の
こ
の
産
原
が
部
南
国
中
　

で
す
、
は
に
頃
代
時
町
室
、
物

の
こ
、
れ
さ
培
栽
も
で
本
日
に

漂
を
り
香
い
強
ば
れ
な
に
節
季

実
、
が
る
せ
ら
知
を
花
開
せ
わ

ほ
が
と
こ
る
見
を
株
た
け
付
を

。
い
無
ど
ん
と

、
は
物
植
の
こ
の
れ
ま
生
国
中
　

は
に
本
日
も
て
見
を
料
資
の
ど

明
説
と
た
し
来
渡
が
け
だ
株
雄

か
と
こ
な
ん
そ
。
る
い
て
れ
さ

ま
生
、
は
で
ど
な
会
察
観
、
ら

、
が
株
雄
た
れ
離
く
遠
を
郷
故
れ

強
て
せ
馳
を
い
思
に
方
彼
の
海

。
た
き
て
し
明
説
て
え
交
を
談
冗

、
と
る
す
剖
解
を
花
と
う
よ
し
を

花
の
ど
、
が
た
み
て
し
察
観
て

一
同
、
め
た
殖
繁
る
よ
に
木
し

な
し
実
結
、
で
の
る
な
に
体
個

う
云
と
合
和
不
花
自
は
由
理
い

か
の
な
因
原
が
因
要
な
的
理
生

。
い
な
れ
し
も

間
仲
じ
同
も
に
野
山
の
本
日
　

ニ
ナ
、
ミ
キ
シ
ス
ラ
カ
、
キ
ノ

も
れ
ど
、
し
生
自
が
ど
な
ズ
ワ

、
が
る
い
て
れ
さ
記
と
株
異
雄
雌

、
で
の
い
な
が
と
こ
た
し
認
確

し
察
観
ば
れ
あ
が
会
機
か
つ
い

。
う
思
と
い
た
み
て

花の履歴書⑲
戸部英貞（絵・文）

ジンチョウゲ
（沈丁花）ジンチョウゲ科

30

5 月 6日撮影

５
は
た
ま
月
４
、
は
校
楽
の
辺
水
布
調

　

に
式
校
閉
が
月
１
、
り
あ
が
式
講
開
に
月

の
後
最
度
年
今
は
日

　月
１
。
す
ま
り
な

・
名

　供
子
で
川
摩
多
る
け
行
に
軽
気

　

を
鳥
野
の
上
以
類
種

　、
が
名

　者
護
保

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
す
察
観

鳥
野
の
ん
さ
く
た
、
も
ど
な
方
る
触
て
め

で
ん
し
楽
て
き
で
が
と
こ
る
見
に
近
身
を

多
な
ん
こ
も
で
川
摩
多
「。
た
し
ま
り
お

激
感
と
」
ね
す
で
の
る
れ
見
が
鳥
野
の
く

、
が
す
で
い
し
楽
は
察
観
の
ど
な
鳥
水

　

か
段
普
て
し
慮
考
に
分
十
を
全
安
の
辺
水

と
ば
れ
え
ら
も
で
ん
し
楽
を
察
観
鳥
野
ら

。
す
ま
い
思

（
　
　
　
　
　

 

）
行
伸
内
ノ
池

水辺の楽校
バードウォッチング

】
種

　た
れ
さ
察
観
【

カ
・
モ
ガ
コ
・
ウ
ワ
カ
・
リ
ブ
ツ
イ
カ
リ
ム
ン
カ
・
リ
ブ
ツ
イ
カ
・

・
ギ
サ
オ
ア
・
ギ
サ
イ
ダ
・
ギ
サ
コ
・
ン
バ
オ
オ
・
モ
ガ
ガ
ナ
オ
・
モ
ガ
ル

めずらしい花 見つけた！

た
し
ま
き
続
が
日
い
寒
は
冬
の
年
今

　

の
春
は
に
り
ま
だ
陽
の
日
い
か
暖
、
て

イ
オ
オ
い
青
。
た
し
ま
め
始
き
咲
が
花

ザ
ノ
ケ
ト
ホ
の
色
紫
紅
、
リ
グ
フ
ノ
ヌ

も
頬
に
さ
か
や
華
の
そ
と
る
見
を
の
る

紅
い
濃
の
ザ
ノ
ケ
ト
ホ
。
す
ま
み
る
ゆ

の
日
先
、
が
す
で
色
な
き
好
大
は
色
紫

　
　。
た
し
ま
け
つ
み
を

数
で
所
場
じ
同
も
に
春
の
年
昨
は
実

　

、
が
の
た
い
て
見
を
の
る
い
て
い
咲
株

が
と
こ
い
弱
が
力
命
生
は
体
個
の
花
白

ザ
ノ
ケ
ト
ホ
の
花
い
白

ろ
だ
い
な
れ
ら
み
は
年
来
、
で
の
い
多

。
た

と
道
街
州
甲
。
岸
川
の
川
野
は
所
場

　

ら
か
橋
馬
、
側
流
上
る
す
差
交
が
川
野

色
紫
紅
。
す
で
岸
の
側
右
て
見
を
流
上

い
て
い
咲
と
々
点
に
状
塊
な
さ
小
、
が

見
ひ
ぜ
ら
か
す
で
花
な
い
れ
き
。
す
ま

七
は
に
岸
川
の
川
野
。
い
さ
下
て
み
て

王
京
の
流
下
、
と
ら
か
側
い
か
向
の
中

）
子
佳

　森
石
（。
す
ま
れ
ら
り

グ
セ
・
メ
モ
カ
リ
ユ

ロ
グ
セ
・
メ
モ
カ
ロ

セ
ク
ハ
・
イ
レ
キ
セ

・
リ
バ
ヒ
タ
・
イ
レ
キ

・
ビ
ト
・
ギ
シ
ソ
イ

・
ゴ
サ
ミ
・
リ
ス
ノ

・
ト
バ
ド
・
ト
バ
ジ
キ

・
ズ
モ
・
リ
ド
ヨ
ヒ

ア
・
ロ
ジ
オ
ホ
・
ラ

・
カ
ダ
ラ
シ
カ
・
ジ
オ

ラ
ワ
カ
・
リ
ド
ク
ム

ハ
・
メ
ズ
ス
・
ワ
ヒ

ハ
・
ス
ラ
カ
ト
ブ
シ

カ
・
ス
ラ
カ
ソ
ボ
シ

ナ
イ
ク
・
ミ
セ
ワ

Daphne odora Thunb. 
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39

37
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名

　者
加
参

　れ
晴
）
日
（
日

　月
１
　

活
。
た
し
ま
い
行
を
動
活
に
心
中
を
場
広
桜
、
合
集

探
手
は
初
当
。
す
ま
り
入
に
目
年
５
で
年
今
、
は
動

が
自
各
、
れ
慣
も
に
動
活
は
今
、
が
た
し
で
態
状
り

。
た
し
ま
り
な
に
う
よ
る
け
動
に
的
主
自

名
２
者
加
参

　れ
晴
）
木
（
日

　月
１
　

確
を
況
状
害
被
の
地
緑
る
よ
に
雪
降
の
日

　月
１

が
木
樹
た
し
り
た
け
裂
が
幹
、
り
た
れ
折
が
枝
。
認

常
た
え
生
に
下
の
木
高
や
杉
。
た
し
ま
り
あ
本
数
十

1324

10

 

最
、
り
た
あ
に
動
活
の
年
新

。
た
し
施
実
を
願
祈
全
安
に
初

、
米
お
と
酒
神
お
に
下
の
木
大

道
の
ど
な
コ
ノ
て
し
そ
、
塩

。
り
参
お
て
え
備
を
具

側
西
の
林
樹
東
は
後
の
そ

　

路
通
、
の
近
付
口
り
入
段
階

杭
の
柵
。
修
補
を
柵
の
い
沿

れ
さ
給
支
ら
か
市
布
調
、
は

こ
こ
。
た
し
用
活
を
木
材
た

ど
子
を
ど
な
シ
ム
ト
ブ
カ
は

で
う
よ
る
来
に
り
捕
が
達
も

草
下
れ
ら
取
堀
が
土
の
元
根

。
い
多
が
と
こ
る
れ
さ
ら
荒
が

12

市
民
活
動
の
記
録
こ
ー
な
ー

若

会
の
地
緑
葉

若

の
葉

森
３・１
会

入
間
・

会
の
林
樹

カ

会
の
山
ニ

　

や
し
が
り
刈
笹
は
き
と
い
な
少
が
草
の
場
冬

で
ろ
こ
と
い
高
て
れ
折
が
枝
の
ラ
ナ
コ
た
ま

　

リ
回
今
、
が
た
い
て

で
が
と
こ
す
と
落
に

た
き

。

）
治
鍛
（

名
５
者
加
参

　れ
晴
）
土
（
日
８
月
２

20

17

21

で
冬
、
た
ま
、
く
細
が
幹
は
樹
緑

耐
に
み
重
の
雪
、
ず
ち
落
が
葉
も

会
都
。
す
ま
れ
わ
思
と
た
ね
か
え

伐
間
な
度
適
、
ず
せ
置
放
は
地
緑

く
い
て
し
理
管
に
康
健
を
地
緑
で

。
す
で
切
大
が
と
こ

 

名

　者
加
参

　れ
晴
）
日
（
日

　月
２
　

材
伐
間
た
い
て
れ
ま
積
に
央
中
の
場
広
空
青

の
日

　月
１
と
け
付
片
後
の
）
か
戯
悪
の
供
子
（

青
。
う
行
を
伐
間
の
木
た
れ
折
の
幹
や
枝
で
雪
降

し
長
成
に
ど
ほ

　
　が
ラ
ナ
コ
の
生
実
の
場
広
空

護
保
に
う
よ
る
な
に
木
成
に
事
無
。
た
し
ま
き
て

仙
水
と
ウ
ト
ノ
キ
フ
に
場
広
桜
。
る
す
修
補
を
策

。
た
し
ま
い
て
い
吹
芽
が

名
４
者
加
参

　れ
晴
）
木
（
日

　月
２
　

市
で
害
雪
、
理
修
の
木
横
の
留
土
の
場
広
一
第

マ
ズ
ア
、
理
整
の
木
採
伐
の
場
広
南
た
し
採
伐
が

り
刈
サ
ザ
ネ

、

た
し
ま
い
行
を
き
掃
葉
落

。

）
田
住
（

12

14

12

12
14

40
㎝

降雪で折れたシラカシ

実生のコナラの
保護柵の補修

名
８
者
加
参

　れ
晴
）
日
（
日
３
月
２

緑
１
第
。）
み
休
は
月
１
（
日
動
活
の
初
最
年
今

　

。
た
し
ま
し
業
作
に
体
主
を
地

ち
落
や
枝
小
た
れ
折
で
み
重
の
雪
の
日

　月
１

　

た
し
ま
い
行
を
末
始
後
の
葉

(

撤
枝
大
の
市
布
調

り
入
び
飛
も
生
学
小
に
き
か
葉
ち
落
。）
謝
感
に
去

。
た
し
ま
り
な
く
す
や
き
歩
が
路
通
、
加
参

面
斜
の
ど
ほ
中
、
備
準
の
め
溜
葉
ち
落
、
た
ま

　

の
め
留
土
、）
続
継
（
置
設
を
段
階
で
木
横
に
路
通

。
た
し
ま
い
行
も
修
補

）
日
（
日

　月
２

。
た
し
ま

(

Ｋ
＆
Ｎ

)

1424

子どもも落葉かき 落葉溜め準備中

斜面通路に横木ヤブニッケイ　葉を折る
とニッキの香り

雪で折れた枝が散乱

交流会ポスター

　れ
晴
）
日
（
日

　月
１

者
加
参

人

　

　

塾
林
木
雑
く
し
新
。
た
し
査
調
で
員
全
、
で
の
た

力
威
の
然
自
。
た
い
て
れ
折
が
等
キ
バ
ツ
・
イ
シ

家
民
。
る
す
と
と
こ
る
け
づ
片
に
月
２
。
く
驚
に

。
絡
連
へ
市
り
あ
も
所
場
る
い
て
れ
壊
が
柵
の
と

楽
お
で
汁
ン
ト
、
後
け
付
片
の
辺
周
め
だ
葉
ち
落

。
た
し
ま
し
を
会
み
し

ド
ヨ
ヒ
は
鳥
。
ガ

シ
、
ロ
ジ
メ
、
ラ

。
ラ
ハ
ロ

れ
晴
々
時
り
曇
）
日
（
日

　月
２

た
れ
折
に
月
１
、
後
の
会
察
観
鳥
野
も
ど
子

　

を
動
活
全
保
の
採
伐
を
キ
バ
ツ
・
イ
シ
バ
テ
マ

で
察
観
を
♀
の
キ
タ
ビ
リ
ル
。
る
す
用
利
に
用

か
暖
、
り
な
く
な
い
が
人
、
後
会
察
観
。
た
きく

に
発
活
が
動
活
の
ち
た
鳥

。
キ
オ
ア
、
は
実
。
キ
バ
ツ
・
カ
ン
ザ
サ
、
は
花

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

）
部
安
（
　

1114

芽吹いた水仙

14

フェンスを壊すツバキ

　

竹
。
施
実
を
会
親
懇
で
場
プ

て
し
出
演
を
さ
し
ら
月
正
が

　。
た

れ
晴
）
土
（
日

　月
１

  

名
６
者
加
参
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